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抄録：幼児は，身近な様々なものに触れ，触発され，そして持ちうるすべての感覚を使い，

主体的に様々な「もの」と実際にかかわりながら遊びを展開している。その日々繰り返さ

れる遊びは，生きる力を育んでいるといえる。そのような遊びの中でも，幼児期における

粘土遊びは，触覚的であり，心身の発達を促す活動とされている。しかし，身体性からの

視点で造形表現遊びを調査研究したものは少ない。そこで本研究では，主に造形表現にお

ける身体的活動の傾向について分析することを目的とし，保育園における粘土遊びを対

象として，そこにみられる表現活動に伴う動作についての運動学的な視座に基づいた分

析を行った。その結果，粘土遊びの環境構成を配慮することによって，全身を使った動作

が出現する傾向があることが明らかになった。 
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１．はじめに 

園庭で全身を使って遊ぶ子どもの様子

を見ていると，その身体に強いエネルギー

を内包していると感じることが多い。それ

は，幼児一人一人が何か強い思いを持って

活動しているからであろう。その活動は

「あそび」という言葉でくくられるものか

もしれないが，子どもの生きる姿そのもの

であるともいえる。幼児は身近な様々なも

のに触れ，触発され，そして持ちうるすべ

ての感覚を使い，主体的に様々な「もの」

と実際にかかわりながら遊びを展開して

いる。日々繰り返される遊びの中にみられ

る幼児のまなざしからは，様々なものや現
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象との出会いすべてに興味を持ち，そこか

ら得られる情報を吸収し確かめ，生きる力

を育んでいることが読み取れる。このよう

に確かな成長を育む日常生活や遊びの中

で，身体性を基盤とした自発的な活動が，

その子らしい表現につながっていくこと

がある。 

例えば，今回研究対象とした園において，

粘土遊びの後片付け時に，保育者が木のテ

ラスについた粘土を雑巾で拭いていると，

それを見ていたひとりの５歳児が「モップ

があるよ」と教えてくれ，一緒にモップで

拭くという姿を目にしたことがある。この

幼児は，モップを使って木目に沿って拭い

たり，拭くスピードをかえたりしていたが，

木にうっすら残った水を見ると，自分の体

を中心にモップを回して円を描いたり，四

角形を幾つも描いたりしていた。当初はモ

ップを使った拭き掃除であったが，いつの

間にか木のテラスはキャンバスとなり，こ

の幼児の表現活動の場に変わっていった。

保育者が一緒に同じ動きをしたり認めた

りしたことで，この幼児はその後も体全体

を使っていろいろな動きをしながら，モッ

プを使って表現することを楽しんでいた。 

このような，園生活での幅広い表現にお

ける幼児と保育者との関係性をめぐって，

中川(2005)は「粘土遊びの心理学」におい

て下記のように述べている。 

「人は積極的に生きようとして強い好  

奇心と能力を持って生まれてきます。の

びようとする命の力が体の中に満ちて

います。それをのばし，表現するために

必要なことはよく遊ぶことです。夢中で

遊んでいるとき，子どもは『自発的』に

学んでいます。保育者はそのために援助

の手を持っているのです。」 1) 

保育者養成校では，幼稚園教育要領に

沿って養成課程の授業を組み立ててい

る。具体的には，幼稚園教育要領の中に

示されている「健康」「人間関係」「環

境」「言葉」「表現」のいわゆる５領域

をベースに，その領域ごとに授業が組み

立てられている。しかし，幼稚園教育要

領解説の中では次のようにも示されてい

る。 

「各領域に示すねらいは，幼稚園にお

ける生活の全体を通じ，幼児が様々な

体験を積み重ねる中で相互に関連をも

ちながら次第に達成に向かうものであ

ること，内容は，幼児が環境に関わっ

て展開する具体的な活動を通して総合

的に指導されるものであることに留意

しなければならない。」 2）

当然，幼児の日々の活動は領域ごとに

行われているわけではない。各領域が融

合したり，お互いに影響を及ぼしあった

りしていることが現実であるため，総合

的にと述べられているといえる。 

したがって，造形表現活動や造形遊び

においても，遊びの中で様々な領域の要

素が融合して行われているものであると

考えられる。とりわけ土粘土を使用した

造形表現活動には，様々な要素が関わっ
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ている。幼児期における粘土遊びは，触

覚的な遊びであり心身の発達を促す活動

であるとされている。特に粘土という素

材の特性から，身体的動作とその表現活

動は切り離せないものであるといえる。 

しかし，粘土を使用した造形表現遊びを

対象に，身体性に視点を置いて行われた

調査研究は少ない。 

このような背景を踏まえ，筆者らは北尾

ら(2021)の言う，表現活動は身体的活動を

基盤としている 3)という視座のもと，滋賀

短期大学附属すみれ保育園において保育

実践活動を行い，粘土遊びの臨床的調査研

究を実施した。本論ではその臨床的調査を

通して，粘土遊びにみられる身体的諸相に

ついて運動学的分析を行うとともに考察

を加え，造形表現における身体の役割につ

いて検証を進める。 

２．先行研究の動向と本論の立場  

土粘土遊びについては多くの文献があ

るが，中川(2005)は「粘土遊びの心理学」

において，粘土遊びと身体とのかかわりに

ついて素材の触覚性に言及するとともに，

粘土は子どもにとって自由に扱える材料

であると述べている 4)。また前嶋 (2009)は

その素材性に注目し，「砂場はあるのにな

ぜ粘土場はないのか」という問いから始ま

り，2007年に高梁中央保育園に粘土場を設

置して以降，「粘土場」における粘土と幼

児について研究を進めている 5）。「粘土場」

は，大量の粘土を用いる手法である。その

「粘土場」について，藤原 (2015)は「粘土

遊びの指導法に関する一考察」の中で，粘

土遊びの教育的意義について，身体的機能

や感性を高める，創造性を育む，情緒を安

定させる，そして社会性を育むという４点

を挙げている 6） 。それを踏まえ，川俣ら

(2018)は「粘土場」の教材性について，従

来の粘土遊びより身体的・共同的な作業が

生まれることにより，発展的な教材性を持

つと述べている 7)。 

身体性と表現にかかわる部分では，前嶋

(2019)は，足の指が粘土をつかむというこ

とに視点をあて，粘土遊びにおける内触覚

性について，そうせざるを得ない行動であ

ると述べている 8)。また，同じく身体性に

ついては，南野 (2012)は次のように述べて

いる。 

「造形表現においても，関わりの基

盤となる身体のありように着目する必

要があると考える。とりわけ，自ら言

語で説明したり，明瞭な結果的産物に

至るばかりではない子どもの造形的な

表現を捉えようとする場合，その身体

性を理解することが肝要となろう。」 9) 

また南野 (2012)は，「今後の課題として，

身体論や身体感覚についての検討を重ね

ると共に，発達との関係の中で子どもの表

現や身体性を明らかにしていく必要があ

る。」 10)と，表現行為と身体との関係性に

ついての課題を示している。 

表現行為における身体性に注目すると，

北尾ら(2020)が，描画動作を対象として運

動学的分析を行い，描画活動における身体
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的側面を明らかにする具体的な方法を示

している 11)。本論では，この運動学的な視

座からの分析も利用しながら検証を進め

ることとした。 

３．方法と手続き  

3.1 活動及び記録環境 

今回の粘土遊びの活動は，滋賀短期大学

附属すみれ保育園において下記の通り実

施した。なお事前準備として，実践活動前

日の午後に活動場所の設置，及び録画用カ

メラの設置と動作確認を行った。

実施日 

令和３年11月30日 

場 所  

附属すみれ保育園ホール 

対 象 

年中クラスの幼児 26名  

〔対象児はすべて，すでに土粘土に触れ

た経験を持っている。〕  

実施時間 

１回目実践： 9:30から約30分間 13名  

２回目実践： 10:30から約30分間 13名  

準備物  

信楽陶芸用粘土 ２種類  約120kg 

合  板  910mm×1820mm×4mm ６枚  

その他  養生シート，清掃用スポンジ等  

人員配置  

実践担当者 １名  

録画要員（研究共同者 ３名）  

クラス担任  １名

記録用ビデオ機器配置及び活動環境（図

１・２）  

録画機材  

親カメラ１台 (Sony HDR-CX680) 

子カメラ４台 (Sony HDR-ZS300)  

他ビデオカメラ１台 (Sony HDR-CX430) 

iPad１台  

3.2 記録方法 

４方向５台のビデオカメラで撮影を行

った。据え置きビデオカメラは，ホール正

面の斜め上方に俯瞰映像を取るためのカ

メラ１台，活動場所左右から１台ずつのビ

デオカメラ３台で撮影を行った。 

また，個々の幼児の活動を記録するため

に，手持ちで移動可能な親ビデオカメラを

図 ２  活 動 場 所 の状 況  園 庭 側 子 カメラから  

図 １  活 動 場 所 の配 置 および機 材 等 配 置
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用いて幼児の動きを中心にクローズアッ

プ撮影を行うとともに，同時に親カメラの

上部に固定した子カメラで，親カメラ位置

からの遠景による撮影を行った。 

この５台のビデオカメラは，マルチコン

トロール・システムを利用して時間的に同

期させた同時撮影を行った。その他，幼児

の個々の活動を撮影するサブカメラとし

て，ビデオカメラ１台と iPadを１台使用し

た。 

3.3 運動学的な視座からの分析 

マルチコントロール撮影技術を利用し

て５台のビデオカメラに時間的に同期さ

せて記録された幼児の活動の撮影動画デ

ータをもとに，幼児の諸相を読み取り運動

学的視点から分類することとあわせ，２次

元動作解析ソフト「 Kinovea0.8.15」を用い

て幼児の動作の運動学的な視座に基づい

た分析を行った。 

3.4 倫理的配慮 

 本研究は映像データを用いて分析を行

うために，幼児の活動をビデオカメラで撮

影し録画している。分析研究を行うための

実践を踏まえて，事前に幼児の保護者及び

園に書面で研究概要を説明し，書面による

同意を取得している。また，本研究の開始

にあたり，滋賀短期大学研究倫理委員会に

よる研究倫理審査を受審し，研究の実施及

び報告に関して承認を得ている。 

４．活動の様子  

実践当日は，クラスを半数の 13名ごとの

グループに分け，２回に分けて実践活動を

行った。園のホールに用意した６枚の合板

上を活動場所とし，３名から４名程度にな

るように幼児を振り分けた。 

活動の初めに，粘土の塊（ 2～ 4kg程度）

を各自持ち上げて板の上に落としてみよ

うという声掛け(a)と，次に落とした粘土

を踏んでみようという声掛け(b)を行った。

その後は，各々の自由あそびの時間とした。

約30分後に数人ずつ手や足を洗いうよう

に促して活動を終了した。 

ビデオカメラによる記録から幼児の活

動を振り返ると，様々な身体動作が見て取

れた。 

 活動冒頭の声掛け(a)と(b)は，幼児が研

究者の行為を模倣する行為をひき出し，今

回の粘土遊びで全身を使う動機づけとな

っている。 

(a)の声掛けの後，幼児は粘土が床板に

落ちた時にベタンッと大きな音が出るこ

とに関心を示し，持ち上げた粘土を落とす

という動作を繰り返す姿が見られた（図

３）。繰り返しの中で，次の様なダイナミ

ックな動作の発展とイメージの想起がみ

られた。 

・粘土の塊を両手で持ち上げ，または頭上

図 ３  実 践 者 の指 示 で粘 土 を高 く持 ち上 げている 
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まで差し上げ，手を離して合板の上に落

とす。 

・粘土の塊を両手で持ち上げ，上肢に力を

込めて合板めがけて投げつける。 

・粘土の塊を両手で頭上まで差し上げ，全

身に力を込めて「フンッ」と声を発して合

板めがけて投げつける。 

・粘土が落ちた瞬間の音を聞いて，「おもち

(餅)〜」と声高らかに言葉を発する。 

(b)の声掛けの後，下肢を使った次の様

な動作が表出され発展した（図４）。 

・片足で粘土を踏みつける。

・「エイッエイッエイッエイッ」や「ウンッ

ウンッ」といったかけ声を発しながら，粘

土を片足で踏みつける。 

・両足で粘土の上に乗って粘土を押し伸ばす。 

・両足で粘土の上に乗ってジャンプする。

・足裏でペタペタと粘土を叩く。

・背中で粘土を押し伸ばす。

・お尻で粘土を押し伸ばす。

・粘土の上で足踏みをする。

・粘土の上で足踏みをしながら歌(「歩こう歩

こう」 1 2 )･･･『さんぽ』)を歌う。

粘土遊びにおける粘土は，造形素材であ

り感触を楽しむものである。しかし今回の

活動では，幼児が粘土という素材に向き合

うことにより様々な身体運動的行動が引

き出されるだけではなく，粘土を扱う際に

声を発したり，その発声と身体運動を同調

させたり，さらには歌唱行為が誘発される

姿もみられた。その姿から，川俣らによる

粘土遊びの教材性という視点における，さ

らなる可能性をみることができた。 

５．活動中にみられた幼児の動作  

表１は，各回の活動場所において，実践

担当者が声掛け(a)を行ってから活動の終

了を告げるまでの間に観察された幼児の

動作を抽出し，抽出された動作を手の動作，

足の動作，粘土上の動作に整理分類して示

したものである。 

動作の抽出にあたっては，時間的に同期

表１ 活動中にみられた動作 

② ③ ④ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤

両手で 抱きかかえる 3 ○ ○ ○
両手で 押して転がす 2 ○ ○
両手で 持ち上げて床に投げつける 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
両手で 持ち上げて落とす 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
両手で 持ち上げて頭上に差し上げる 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○

★手の指で 突く 2 ○ ○
★手の指で ちぎり取る 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

★手のひらで 握って棒状に伸ばす 1 ○
★手のひらで 押し伸ばす 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
★手のひらで 丸める 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
★手のひらで 棒状に伸ばす 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
手のひらで 叩く 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
手刀で 叩く 1 ○
拳で 叩く 3 ○ ○ ○
拳で 突く 2 ○ ○
上から 投げる 3 ○ ○ ○
下から 投げる 1 ○
足の指で 突く 1 ○
足の指で ひっかく 2 ○ ○
足裏で 踏みつける 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
足裏で 叩く 2 ○ ○
足裏で 棒状に伸ばす 1 ○
足裏で 丸める 1 ○
お尻で 押し伸ばす 2 ○ ○
上に 乗る 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上に 座る 1 ○
上に 寝転がる 1 ○
上で 足踏みをする 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上で 飛び跳ねる 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 16 17 14 10 10 15 14 11

１回目実践 ２回目実践
動作

手

の

動

作

足

の

動

作

粘

土

上

の

動

作

発現

箇所

図 ４  実 践 者 の指 示 の後 ， 粘 土 に乗 っている様 子  
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されている親カメラ１台と子カメラ４台

のうち，対象となる活動場所の様子が最も

確認しやすい映像を選びながら，それぞれ

の場所での活動開始から終了までの間に

みられた，粘土に対して直接的に働きかけ

ている動作に着目した。 

今回の実践活動は２回に分けて行われ

ており，それぞれの実践において図１に示

したとおり，①～⑥の６カ所の活動場所を

設定した。しかし，幼児の人数の関係上，

各回の実践ですべての活動場所が使用さ

れてはおらず，１回目実践では①と⑤を除

いた４カ所，２回目実践では⑥を除いた５

カ所が活動場所となった。よって，１回目

実践で②～④と⑥の４カ所，２回目実践で

①～⑤の５カ所の活動場所が観察対象と

なっている。 

最初に，分類ごとの動作について触れる

こととする。 

手の動作のうち，★を付したものは粘土

を使って何かを作るときの手先の動作と

捉えることができるが，それ以外の動作で

は，大きな塊を抱きかかえる，押して転が

す，頭上に差し上げる，手刀や拳で叩くな

ど，手による動作ではあるが全身を使った

力感を伴う動作が確認できた。また，繰り

返し粘土を床に投げつけるなど，粘土の可

塑性を楽しんでいるとも捉えられる動作

も確認できた。 

足の動作においては，すべての活動場所

において足裏で踏みつける動作が確認で

きた。力を込めてかけ声を発しながら何度

も踏みつけたり，体重を乗せてじわっと踏

みつけて粘土に残された足形を確認した

りするなど，手の動作と同様に力感を伴う

ものや粘土の可塑性を楽しんでいると思

われる動作であった。 

粘土上の動作では，足踏みをする動作が

多くの活動場所で確認できた。なかには，

足踏みをしながら歌「さんぽ」(『となりの

トトロ』オープニングテーマ )を歌うなど，

日頃の他の活動イメージと結びついてい

ると思える場面も観察された。 

 観察された動作は，半数以上が手の動作

であるが，手だけでなく足を使った動作も

出現し，また粘土の上に様々な方法で乗り，

粘土の上で飛び跳ねるなどの動作がみら

れた。これは，幼児の前にある粘土の質感

や量，また塊としての大きさ，さらには合

板を敷いてその上で活動するという今回

の環境構成が影響していると考える。 

先述したように，特に足の動作や粘土上

の動作については，今回の環境構成が影響

を及ぼしダイナミックな動作が誘発され

たと考えるが，その事例を図５に示す。 

図 ５ は ２ 次 元 動 作 解 析 ソ フ ト

「 Kinovea0.8.15」を用いて作成したもの

図 ５  粘 土 の塊 を床 に投 げつける動 作  

軌跡Ⅰ  

軌跡Ⅱ  

軌跡Ⅲ  
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であるが，画像上で指定したポイントがど

のように動いたか，その軌跡を赤色の線で

可視化したものである。図上の白と黒で構

成された円形のあるところが各ポイント

の軌跡の終点であり，その反対側が動きの

始点となる。 

 腕の振りの軌跡である軌跡Ⅰからは，軌

跡が描くカーブの頂上からやや下がった

位置に始点があることから，幼児が粘土の

塊を頭上に差し上げるだけではなく，肘関

節を屈曲させた振りかぶるような状態か

ら大きく腕を前方に振り出していること

が分かる。腰部の軌跡である軌跡Ⅱは，股

関節が伸展して直立している状態から股

関節を屈曲させて前傾姿勢に移行したこ

とを示している。軌跡Ⅲは膝部の軌跡であ

るが，分析処理の関係上，ポイントを膝の

裏あたりに設定している。この膝部の後方

への移動は，股関節の屈曲に引きずられる

形で膝部が後方へ移動した様子が分かる。

軌跡Ⅰ・Ⅱ・Ⅲは連動して発生しており，

映像の観察からも全身を使った非常に効

率の良い投げつけ動作が行われていたこ

とを確認している。 

幼児のこの動作は，実践担当者の声掛け

(a)の直後に発現したものではない。この

幼児は当初，粘土をちぎり取って小さな塊

を棒状にしたり丸めたりしていた。しかし，

大きな粘土の塊に手に取ると，都合16回に

わたり粘土を差し上げて落としたり，投げ

つけたりという動作を行っている。図５は

９回目の投げつけ動作であるが，回を重ね

るごとに動作がダイナミックになるとと

もに，より大きな塊を持ち上げようと試み

る姿もあり，粘土の重さとも格闘しながら

持ち上げ，投げつける動作を繰り返してい

る様子がみられた。一連のダイナミックな

動作が発現した後，活動の後半部分は再び

小さな塊を丸めたりしながら，自分が作っ

た大きな塊の上に置いて何かを作ってい

る様子であった。こういった様子から，こ

の幼児は自身の身体が持つエネルギーと

全身を使って，粘土が持つ質感や重さ，可

塑性といった素材そのものと向き合って

いることがみてとれる。 

次にそれぞれの活動場所で観察された

動作と，実践担当者及びクラス担任の関わ

りについて触れることとする。 

動作の数に着目すると，２回目実践の活

動場所①と②が 10，⑤が 11と，他の活動場

所と比較すると少ないことが分かる。この

３カ所に共通していることとして，他の活

動場所と比較すると，活動の早い段階から

比較的長い時間，実践担当者もしくはクラ

ス担任が，表１にある手の動作の★印を付

した動作である粘土を丸めたり，棒状に伸

ばしたりといった動作をしながら幼児と

関わっていたことが挙げられる。 

２回目実践の活動場所①では，当初は粘

土を踏みつけたりするなどの動作が見ら

れたが，クラス担任が関わって以降は，３

人いる幼児の一人を除き，座ってクラス担

任の動作と同様の動作を行うことが中心

になっていた。 

２回目実践の活動場所②については，２

人がその場所で活動しており，その内の一

人は，終始，積極的に粘土と関わる姿がな

かった。クラス担任は活動当初からその幼



–79–

児と丁寧に関わっており，その関わりのな

かで活動場所①と同様の動作を行う姿が

あった。なお，その幼児に積極的に関わる

理由についてのクラス担任への聴き取り

は，今回の調査研究の主旨から行っていな

い。このこととあわせて，一方の幼児が活

動の比較的早い段階で粘土の大きな塊を

組み合わせて歩道橋のようなものをつく

り，「できた，見て！」と周囲に対して繰

り返し発言したことで，もう一方の幼児が

粘土に触れにくくなってしまったという

要因があるかもしれない。 

２回目実践の活動場所⑤については，活

動の最初の段階で実践担当者が関わって

いた場所である。実践担当者は座って，活

動場所①や②と同様の動作を行っていた。

実践担当者がその場にいる間は，幼児たち

も座って実践担当者の動作を真似ていた。

活動の途中で実践担当者はその場所を離

れるが，それ以降，幼児たちは周囲の子ど

もたちの様子を観察しながら，立ち上がっ

て粘土を踏みつけたり，粘土の上に乗った

りするなどの動作が確認できたことは興

味深い。 

これらのことより，今回の活動において，

実践担当者やクラス担任の行動が幼児の

活動に大きな影響を与えていたというこ

とがうかがえる。 

６．おわりに 

今回の分析から，粘土遊びによって多様

な身体的な動作や行為が生まれ，その子ら

しい表現が生まれる過程につながること

がうかがえた。また，粘土遊びにおいては，

保育者は自身の行動が子どもの粘土への

関わり方に大きく影響する可能性がある

ことを意識していく必要がある。粘土遊び

という活動をイメージするとき，多くの保

育者どのような活動をイメージするであ

ろうか。大人の感覚をもとに推察すると，

粘土を使って何かを作るということにと

らわれてしまってはいないだろうか。今回

の実践から，環境構成について配慮を行う

ことで，粘土遊びには全身を使った身体表

現が含まれるということが明らかになっ

た。保育者は粘土という保育材に関わる子

どもの活動に，全身を使った身体的活動も

含まれることを理解し，その活動をも充分

に保障するなかで，保育者として粘土とい

う素材にどのような思いや願いを込めて

関わるかを明確にしていくことが求めら

れるのではないだろうか。粘土という素材

に対してこのように捉え方ができること

で，粘土の保育材としての価値もより一層

深まりを見せると考えられるのではない

だろうか。 

黒川（1989）は『保育内容・表現』の中

で，次のように述べている。 

「それだけに，もう一度，表現が，私

たち自身のかかわる日常的な活動であ

ること，私たちが，自分で，いつも何気

なく繰り返している行為であることに ,

目を向け直しておきたい。」 13) 

造形表現行為のはじまりは，「もの」と

の出会いであるといえる。今回使用した素

材である土粘土は，幼児にとって他の表現
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材料や教材に比べて自然に近い素材とい

える。そのことも幼児の探求心を触発して

様々な活動・行為が見られたのかもしれな

い。 

本研究調査は，幼児の粘土遊びの実践活

動で成果物に注目するのではなく，幼児の

行動と動作に注目し，身体的活動と表現行

為の関連について考察を行った。身体的な

視点を持ちながら活動を見ていくことで，

幼児の全身を使った行為としての表現活

動が見えてきたといえる。 

幼稚園教育要領解説では，以下のように

述べ，幼児の行為を表現として捉えるよう

にと示している。 

「はっきりとした表現としては受け

止められない幼児の言葉や行為でさえ

も，教師はそれを表現として受け止め共

感することにより，幼児は様々な表現を

楽しむことができるようになっていく。」

14)

今回は粘土遊びを分析の対象とし，極め

て限定的な範囲で表現活動と身体性の関

係を探求したのみであるが，今後，臨床調

査を進め多くのデータを収集し考察を行

うことで，幼児の様々な表現活動における

身体性の捉え方を明らかにしていきたい。 
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